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１． はじめに  

品川駅改良（Ⅱ期）では、田町・品川駅間におい

て山手線・京浜東北線を海側に移設し、旧車両基地

跡地の再整備と新駅（高輪ゲートウェイ駅）を設置

するプロジェクトを進め、新駅周辺で創出された広

大なスペースに、魅力あるまち「グローバルゲート

ウェイ品川」を計画している。 

また、当社においてはホームの安全に対する社会

的な期待が高まっていることを受け、2008 年以降、

首都圏主要線区の山手線を第 1 号線区として各駅に

可動式ホーム柵（以下、ホーム柵）の整備を進めて

きた。 

品川駅京浜東北南行線では、線路移設に伴う配線

変更及びホーム柵基礎の構築にあたり、既存ストッ

クの有効活用という観点から、既存ホーム活用した

ホーム改修工事を実施した。本稿では、このホーム

改修にあたりホーム柵基礎の構造における検討内容

を以下に報告する。 

２． 工事概要 

京浜東北線南行線のホーム改修工事概要を図-1 に

示す。現在 4 番線を運行している京浜東北南行線を

５番線に移設し、延長約 211ｍに渡りホーム改修工事

を実施した。品川駅はこれまで、ホーム改修工事を

繰り返し実施されていることから、箇所毎に構造が

異なるため、それぞれに改良構造を設定し、Ａ～Ｇ

パターンに分けて施工を行う計画とした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計画の一例として、パターンＣ、Ｄ、Ｅを図－2

に示す。パターンＣ、Ｄ、Ｅのいずれも、小口径羽

根つき鋼管杭（以下、鋼管杭）を新たに打設し可動

式ホーム柵基礎を構築するものであり、既設構造物

には鉛直力のみを負担させ、新設した鋼管杭で水平

力と鉛直力を負担させる構造とした。パターンＣ、

Ｄ、Ｅの既設構造物は、Ｃ：既設駅舎基礎杭近接箇

所のＲＣ擁壁、Ｄ：既設大谷石基礎、Ｅ：既設ＲＣ

擁壁箇所である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-1 品川駅京浜東北線南行線 ホーム改修工事 

図-2 可動式ホーム柵基礎構造 

キーワード 品川駅、線路切換、乗降場、可動式ホーム柵 

連絡先 〒151-8512 東京都渋谷区代々木 2-2-6JR 新宿ビル 東日本旅客鉄道(株)東京工事事務所 TEL03-3440-1751 

Ⅵ-28 第46回土木学会関東支部技術研究発表会



３． 石積み擁壁の発現に伴う基礎構造の見直し 

施工に先立ち、鋼管杭打設位置で直径 1500mm の

円形ライナーにて試掘調査を実施したところ、ホー

ムレベル（H.L）からおよそ 3～4m 下に石積み擁壁

が確認された。（図-3。）この石積み擁壁は過去の文

献により旧東海道の盛土石積み擁壁であると推察さ

れ、鋼管杭打設位置に支障することが判明した。石

積み擁壁を撤去した場合約 2.5 か月を要し、使用開

始に間に合わないことから基礎構造を見直した。 

 基礎構造の見直しにあたり、以下の 2 点をポイン

トとし、検討を行った。 

①石積み擁壁を撤去せずに、構築できる基礎構造 

であること。 

②お客さまや列車への影響を極力少なくするため、

ホーム上の仮囲い内での施工が可能であること。 

検討の結果、試掘で使用した直径 1500ｍｍの円形

ライナーを用いた直接基礎形式の構造とすることで、

上記 2 点のポイントをクリアし、かつ円形ライナー

の活用により工期短縮を見込めることが分かった。 

直接基礎形式の構造においては、図-4 のとおり地

盤条件を設定し、基礎の安定性の照査を鉛直支持力

と偏心量により実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当初、図－5（案 1）のすべて軽量鉄筋コンクリー

トで構築した直接基礎で照査を実施したが、鉛直支

持力が許容値を満足しないため軽量鉄筋コンクリー

トの範囲を削減し、H 鋼支柱と単位重量の軽いエアモ

ルタルによる埋め戻す構造（図－5（案 2））で再照査

を実施した。 

再照査は、軽量鉄筋コンクリートの範囲（エアモ

ルタルの範囲）とエアモルタルの単位重量をパラメ

ータ―とし、鉛直支持力と偏心量を満足する最適な

軽量鉄筋コンクリートの範囲とエアモルタルの単位

重量をトライアンドエラーにより検証した。 

検討の結果、深礎基礎の支柱構造として、直径 1500

ｍｍ高さ 600ｍｍの軽量コンクリート基礎の上に支

柱とホーム桁を設置し、単位重量 8.4KN/m3 のエアモ

ルタルで埋め戻しを行うことで、鉛直力の許容値を

満足することができた。また、この基礎構造であれ

ば仮囲い内で施工可能であり、お客さまや列車に対

する影響を最小限にすることができるため、非常に

有効である。 

４． まとめと今後の課題 

今後も歴史が古い品川駅の工事を行う上で、支障

物の発現等、同様の課題等が出てくると思われるが、

引き続き安全最優先に工事を進めるとともに、工期

短縮やコストダウンを考慮しプロジェクトを推進し

ていく所存である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3 石積み擁壁 

図 4 地盤条件 図 5 基礎構造の構造検討 
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